
１.計画のロードマップ（行程表）について(現行計画P.56)

ロードマップが目指す方向性は維持しつつ、
社会や環境の変化等を考慮した見直しや
修正を行います。
また、専門的な用語は使わず、読み手にとって
分かりやすい平易な表現とします。
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より小さい地域での展開



２.施策体系について

【②基本戦略】
基本戦略4「計画推進体制の発
展・強化」は、計画を推進していく上
での体制や財源についての項目であ
り、他の基本戦略すべてに関わる部
分です。このため、基本戦略とは別の
項目として整理します。

【③施策細目】
基本戦略１のみ丸番号の小項目
が記載されているほか、重点事項
などが混在しており、全体の構成が
分かりにくいことから、各基本戦略の
構成を整理します。

【①基本理念】
令和5年度からの新たな本庄
市総合振興計画における健
康福祉分野基本理念「みん
なで育む 安心・共生のまちづ
くり」に変更がないため、本計
画の基本理念も維持します。

基本理念は維持しつつも、事業・
取組の追加・整理や施策体系の
整理を行うことにより、社会情勢
の変化や新たな課題に対応した
計画とします。

(1)現行計画の施策体系(現行計画P.56)
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基本戦略１
市民の生活を支える仕組みづくり

基本戦略２
地域におけるつながりの強化

基本戦略３
安心して暮らせる地域づくり

（３）横断的なサービスづくり

（５）小地域における福祉活動の推進

（３）関係機関・団体等との連携強化

（４）福祉学習の充実

（１）地域人材の確保・育成

（１）安心して暮らせる地域づくり

（１）相談支援の仕組みづくり

（２）福祉サービスの充実

（２）専門職・支援関係者の育成と支援

（４）人にやさしい生活環境の充実

【①基本戦略2】
現行計画「基本戦略2
人と人とのつながりづくり」
と「基本戦略3 地域で
共に生きるための人づく
り」を統合し、 「人」に関
する項目としてまとめます。

【③(2)福祉サービスの充実】
高齢者・障害者・子ども・生活
困窮など、基本的な福祉サー
ビスをまとめる項目を追加し、
現在取り組んでいる内容の周
知を図るとともに、各課の取組
がより適切に反映されるよう改
善します。

（２）権利擁護の推進

【②基本戦略3】
基本理念に掲げる【安
心】に関係する、災害時
における支援体制や権
利擁護等に関する施策
を集約し、基本戦略3と
して追加します。

（３）更生保護の推進

【⑥基本戦略3各施策細目】
「安心」につながる取組として
新たに整理することで、それぞ
れの取組の強化・連動を図り
ます。

【④基本戦略1各施策細目】
丸番号で記載されていた小項
目や各取組の内容等を見直
し、各基本戦略の構成を整理
します。

(2)次期計画の施策体系案
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【⑤基本戦略2各施策細目】
現在、地域の福祉を支えてい
る人を支援する施策を含むも
のを上位として位置づけていま
す。
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3.次期計画の構成について

【②取組のスケジュール】
継続的な取組に対するス
ケジュール明示の必要性
も含め、検討及び見直し
を行います。

【③関連する市の施策・事業】
計画期間がそれぞれ異なるほか、
名称や該当ページも都度変更
されるため、表示する内容を見
直します。【①重点的取組】

実施主体(担当課)を明
確にすることにより、効率
的で効果的な推進を図れ
るよう改善します。

これまで以上に読み手にとって
分かりやすく・伝わりやすい
構成とするため、記載する
内容を整理します。
また、より効率的で効果的な
推進を図るため、実施主体を
明確にします。

【④コラム】
各コラムの内容について精査し、
認知が進んだ用語は整理する
ほか、資料編の用語解説として
の掲載を検討します。
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